
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
二
十
一
号

船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則

船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
船
員
電
離
放
射

線
障
害
防
止
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
三
条
）

第
二
章
　
管
理
区
域
（
第
四
条
・
第
五
条
）

第
三
章
　
線
量
の
限
度
（
第
六
条―

第
十
一
条
）

第
四
章
　
線
量
の
測
定
（
第
十
二
条
・
第
十
三
条
）

第
五
章
　
外
部
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
の
防
止
（
第
十
四
条―

第
二
十
一
条
）

第
六
章
　
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
防
止
（
第
二
十
二
条―

第
三
十
五
条
の
二
）

第
七
章
　
事
故
発
生
時
の
措
置
（
第
三
十
六
条―

第
三
十
八
条
）

第
八
章
　
健
康
管
理
（
第
三
十
九
条―

第
四
十
三
条
）

第
九
章
　
船
員
の
遵
守
事
項
（
第
四
十
四
条
）

第
十
章
　
雑
則
（
第
四
十
五
条―

第
四
十
九
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
趣
旨
）

第
一
条
　
船
員
の
電
離
放
射
線
に
よ
る
障
害
の
防
止
に
関
し
、
船
舶
所
有
者
の
と
る
べ
き
措
置
及
び
そ
の
基
準
並
び

に
船
員
の
遵
守
す
べ
き
事
項
は
、
他
の
法
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
放
射
線
障
害
防
止
の
基
本
原
則
）

第
二
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
基
準
を
遵
守
す
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
、
船
員
が
電
離
放
射
線
を

受
け
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
義
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
「
電
離
放
射
線
」
（
以
下
「
放
射
線
」
と
い
う
。
）
と
は
、
次
に
掲
げ
る
粒
子
線
又

は
電
磁
波
で
あ
つ
て
自
然
放
射
線
以
外
の
も
の
を
い
う
。

一
　
ア
ル
フ
ァ
線
、
重
陽
子
線
及
び
陽
子
線

二
　
ベ
ー
タ
線
及
び
電
子
線

三
　
中
性
子
線

四
　
ガ
ン
マ
線
及
び
エ
ッ
ク
ス
線

２
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
「
放
射
性
物
質
」
と
は
、
放
射
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
（
以
下
「
放
射
性
同
位
元
素
」

と
い
う
。
）
、
そ
の
化
合
物
及
び
こ
れ
ら
の
含
有
物
で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
（
固
体

の
も
の
で
そ
の
濃
度
が
七
十
四
ベ
ク
レ
ル
毎
グ
ラ
ム
以
下
の
も
の
及
び
密
封
さ
れ
た
も
の
で
そ
の
数
量
が
三
・
七

メ
ガ
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

一
　
放
射
性
同
位
元
素
が
一
種
類
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
を
超
え
る
も
の

種
類

数
量

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
九
十
又
は
ア
ル
フ
ァ
線
を
放
出
す
る
同
位
元
素
（
ト
リ
ウ
ム
及
び
ウ

ラ
ン
を
除
く
。
）

三
・
七
キ
ロ
ベ

ク
レ
ル

物
理
的
半
減
期
が
三
十
日
を
超
え
る
放
射
性
同
位
元
素
（
ト
リ
チ
ウ
ム
、
ベ
リ
リ
ウ
ム

七
、
炭
素
十
四
、
硫
黄
三
十
五
、
鉄
五
十
五
、
鉄
五
十
九
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
九
十

及
び
ア
ル
フ
ァ
線
を
放
出
す
る
も
の
を
除
く
。
）

三
十
七
キ
ロ
ベ

ク
レ
ル

物
理
的
半
減
期
が
三
十
日
以
下
の
放
射
性
同
位
元
素
（

ふ
つ弗

素
十
八
、
ク
ロ
ム
五
十
一
、

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
七
十
一
、
タ
リ
ウ
ム
二
百
一
及
び
ア
ル
フ
ァ
線
を
放
出
す
る
も
の
を

除
く
。
）
、
硫
黄
三
十
五
、
鉄
五
十
五
又
は
鉄
五
十
九

三
百
七
十
キ
ロ

ベ
ク
レ
ル

ト
リ
チ
ウ
ム
、
ベ
リ
リ
ウ
ム
七
、
炭
素
十
四
、

ふ
つ弗

素
十
八
、
ク
ロ
ム
五
十
一
、
ゲ
ル
マ

ニ
ウ
ム
七
十
一
、
タ
リ
ウ
ム
二
百
一
、
ト
リ
ウ
ム
又
は
ウ
ラ
ン

三
・
七
メ
ガ
ベ

ク
レ
ル

二
　
放
射
性
同
位
元
素
が
二
種
類
以
上
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
前
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
放
射
性
同
位
元
素
の

そ
れ
ぞ
れ
の
数
量
の
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
数
量
に
対
す
る
割
合
の
和
が
一
を
超
え
る
も
の

３
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
「
放
射
線
業
務
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
い
う
。

一
　
原
子
炉
の
運
転
の
業
務
及
び
こ
れ
に
附
随
す
る
放
射
性
物
質
の
取
扱
い
の
業
務

二
　
エ
ッ
ク
ス
線
を
発
生
さ
せ
る
装
置
（
以
下
「
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
」
と
い
う
。
）
の
使
用
の
業
務

三
　
放
射
性
物
質
を
装
備
し
て
い
る
機
器
（
以
下
「
放
射
性
物
質
装
備
機
器
」
と
い
う
。
）
の
取
扱
い
の
業
務

第
二
章
　
管
理
区
域

（
管
理
区
域
の
明
示
）

第
四
条
　
放
射
線
業
務
が
行
わ
れ
る
船
舶
（
以
下
「
放
射
線
業
務
船
」
と
い
う
。
）
の
船
舶
所
有
者
（
第
四
十
八
条

第
一
項
及
び
第
四
十
九
条
を
除
き
、
以
下
単
に
「
船
舶
所
有
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
船
内
の
区
域
（
以
下
「
管
理
区
域
」
と
い
う
。
）
を
標
識
に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
外
部
放
射
線
に
よ
る
実
効
線
量
（
臓
器
以
外
の
組
織
及
び
臓
器
の
放
射
線
に
対
す
る
感
度
に
応
じ
て
補
正
し

た
等
価
線
量
（
放
射
線
の
種
類
等
に
よ
る
影
響
に
応
じ
て
補
正
し
た
組
織
が
吸
収
す
る
線
量
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
総
和
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
空
気
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
実
効
線
量
と
の
合
計
が
三
月
間
に
つ

き
一
・
三
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
船
内
の
区
域

二
　
放
射
性
物
質
に
よ
つ
て
汚
染
さ
れ
る
物
の
表
面
の
放
射
性
物
質
の
密
度
が
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め

る
限
度
（
以
下
「
表
面
汚
染
限
度
」
と
い
う
。
）
の
十
分
の
一
を
超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
船
内
の
区
域

２
　
前
項
に
規
定
す
る
外
部
放
射
線
に
よ
る
実
効
線
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
に
つ
い
て
行
う

も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
実
効
線
量
の
算
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る

方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
船
舶
所
有
者
は
、
必
要
の
な
い
者
を
管
理
区
域
に
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
。

５
　
船
舶
所
有
者
は
、
管
理
区
域
内
の
見
や
す
い
場
所
に
、
第
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
放
射
線
測
定
器
の
装
着

に
関
す
る
注
意
事
項
、
放
射
性
物
質
の
取
扱
い
上
の
注
意
事
項
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
応
急
措
置
等
船
員
の

放
射
線
に
よ
る
障
害
の
防
止
に
必
要
な
事
項
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
線
量
当
量
率
等
の
測
定
）

第
五
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
管
理
区
域
の
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
及
び
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

を
、
一
月
以
内
（
第
三
条
第
三
項
第
一
号
の
放
射
線
業
務
に
係
る
管
理
区
域
に
つ
い
て
は
一
週
間
以
内
、
使
用
の

方
法
及
び
遮
へ
い
物
の
位
置
が
一
定
し
て
お
り
、
か
つ
、
固
定
し
て
使
用
す
る
放
射
線
装
置
（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置

及
び
放
射
性
物
質
装
備
機
器
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
装
備
し
て
い
る
放
射
性
物
質
の
数
量
が
三
・
七
ギ
ガ

ベ
ク
レ
ル
以
下
で
あ
る
放
射
性
物
質
装
備
機
器
に
係
る
管
理
区
域
に
つ
い
て
は
六
月
以
内
）
ご
と
に
一
回
、
放
射

線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
し
、
そ
の
都
度
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
測
定
日
時

二
　
測
定
方
法

三
　
放
射
線
測
定
器
の
種
類
、
型
式
及
び
性
能

四
　
測
定
個
所

五
　
測
定
条
件

六
　
測
定
結
果

七
　
測
定
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

八
　
測
定
結
果
に
基
づ
い
て
実
施
し
た
措
置
の
概
要

２
　
前
項
に
規
定
す
る
線
量
当
量
率
は
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
と
き
は
、
同

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
計
算
に
よ
り
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
測
定
又
は
前
項
に
規
定
す
る
計
算
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
に
つ
い
て
行
う

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
が
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
の
十
倍
を

1



超
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
は
、
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す

る
。

４
　
船
舶
所
有
者
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
測
定
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
計
算
に
よ
る
結
果
を
、
見
や
す
い
場
所

に
掲
示
す
る
等
の
方
法
に
よ
り
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
船
員
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
線
量
の
限
度

（
放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
の
限
度
）

第
六
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
管
理
区
域
内
に
お
い
て
放
射
線
業
務
に
従
事
す
る
船
員
（
以
下
「
放
射
線
業
務
従
事

者
」
と
い
う
。
）
の
受
け
る
実
効
線
量
（
男
子
並
び
に
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
女
子
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い

旨
を
船
舶
所
有
者
に
書
面
で
申
し
出
た
女
子
に
あ
つ
て
は
、
第
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
線
量
に
係
る

実
効
線
量
を
除
く
。
）
が
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
、
か
つ
、
一
年
間
に
つ
き

五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
女
子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を

船
舶
所
有
者
に
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
）
の
受
け
る
実
効
線
量
に
つ
い
て
は
、
三
月
間
に
つ
き
五
ミ
リ
シ

ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
女
子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
の
申
出
等
に
よ
り
妊
娠
の
事
実

を
知
る
こ
と
と
な
つ
た
時
か
ら
出
産
ま
で
の
間
（
以
下
「
妊
娠
中
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
当
該
放
射
線
業

務
従
事
者
の
受
け
る
実
効
線
量
に
つ
い
て
は
、
汚
染
さ
れ
た
空
気
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
り
被
ば
く
す
る
こ
と

（
以
下
「
内
部
被
ば
く
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
七
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
受
け
る
等
価
線
量
（
第
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
線

量
に
係
る
等
価
線
量
を
除
く
。
）
が
次
に
掲
げ
る
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
眼
の
水
晶
体
　
五
年
間
に
つ
き
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
か
つ
一
年
間
に
つ
き
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

二
　
皮
膚
　
一
年
間
に
つ
き
五
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
妊
娠
中
の
女
子
の
放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
、
外
部
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
（
以
下

「
外
部
被
ば
く
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
腹
部
表
面
に
受
け
る
等
価
線
量
が
二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条
　
削
除

（
一
般
船
員
の
線
量
の
限
度
）

第
九
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
線
業
務
船
に
乗
り
組
む
船
員
で
あ
つ
て
放
射
線
業
務
従
事
者
以
外
の
者
（
以
下

「
一
般
船
員
」
と
い
う
。
）
の
受
け
る
線
量
（
第
三
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
線
量
を
除
く
。
）
が
一
年
間

に
つ
き
次
に
掲
げ
る
値
を
超
え
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
実
効
線
量
　
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（
国
土
交
通
大
臣
が
適
当
と
認
め
た
場
合
に
は
、
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）

二
　
眼
の
水
晶
体
に
受
け
る
等
価
線
量
　
十
五
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

三
　
皮
膚
に
受
け
る
等
価
線
量
　
五
十
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

（
緊
急
作
業
時
に
お
け
る
線
量
の
限
度
）

第
十
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
第
三
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る

放
射
線
に
よ
る
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
応
急
の
作
業
（
以
下
「
緊
急
作
業
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
と
き
は
、

当
該
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
放
射
線
業
務
従
事
者
（
女
子
に
あ
つ
て
は
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の

意
思
の
な
い
旨
を
船
舶
所
有
者
に
書
面
で
申
し
出
た
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
六
条
第
一
項
及
び
第
七
条

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
て
放
射
線
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
当
該
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
間
に
受
け
る
線
量
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
値
を
超
え
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
実
効
線
量
　
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

二
　
眼
の
水
晶
体
に
受
け
る
等
価
線
量
　
三
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

三
　
皮
膚
に
受
け
る
等
価
線
量
　
一
シ
ー
ベ
ル
ト

２
　
前
項
の
規
定
は
、
男
子
及
び
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
船
舶
所
有
者

に
書
面
で
申
し
出
た
者
に
限
る
。
）
の
一
般
船
員
で
、
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
一
条
　
削
除

第
四
章
　
線
量
の
測
定

（
線
量
の
測
定
）

第
十
二
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
一
般
船
員
及
び
緊
急
作
業
に
従
事
す

る
船
員
の
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
及
び
内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
、
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

線
量
当
量
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
の
う
ち
、
実
効
線
量
及
び
等
価
線
量
の
別
に
応
じ
て
、
放
射

線
の
種
類
及
び
そ
の
有
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
値
を
考
慮
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
適
当
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
行

う
も
の
と
す
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
胸
部
（
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び

妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
船
舶
所
有
者
に
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
腹
部
）
及
び
次
の
各
号

に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
部
位
に
、
フ
ィ
ル
ム
バ
ッ
ジ
、
ポ
ケ
ッ
ト
線
量
計
等
の
放
射
線
測
定
器
を
装
着

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
当
該
線
量
を
測
定
す
る
こ
と
が
著

し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
線
量
当
量
率
を
測
定
で
き
る
放
射
線
測
定
器
に
よ
り
そ
の
値
を
算
出
し
、
こ
れ
が
著
し

く
困
難
な
場
合
に
は
、
計
算
に
よ
り
そ
の
値
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
頭
部
及
び
け
い
部
、
胸
部
及
び
上
腕
部
並
び
に
腹
部
及
び
大
た
い
部
（
次
号
に
お
い
て
「
体
幹
部
」
と
い

う
。
）
の
う
ち
、
被
ば
く
す
る
線
量
が
最
大
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
位
が
胸
部
及
び
上
腕
部
以
外
（
女
子
（
妊

娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
船
舶
所
有
者
に
書
面
で
申
し
出
た
者
を
除
く
。
）
に

あ
つ
て
は
腹
部
及
び
大
た
い
部
以
外
）
の
部
位
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
部
位

二
　
人
体
の
う
ち
被
ば
く
す
る
線
量
が
最
大
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
位
が
体
幹
部
以
外
の
部
位
で
あ
る
と
き

は
、
当
該
部
位

４
　
第
一
項
に
規
定
す
る
内
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
、

放
射
線
業
務
従
事
者
に
つ
い
て
は
三
月
（
一
月
に
受
け
る
実
効
線
量
が
一
・
七
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
お
そ

れ
の
あ
る
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
船
舶
所
有
者
に
書
面
で
申
し
出
た

者
を
除
く
。
）
及
び
妊
娠
中
の
女
子
に
つ
い
て
は
、
一
月
）
に
一
回
、
管
理
区
域
に
立
ち
入
る
一
般
船
員
に
つ
い

て
は
三
月
（
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
船
舶
所
有
者
に
書
面
で
申
し
出

た
者
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
一
月
）
に
一
回
、
緊
急
作
業
に
従
事
す
る
船
員
に
つ
い
て
は
当
該
作
業
に
従
事

し
た
後
速
や
か
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
線
量
の
測
定
結
果
の
確
認
及
び
記
録
）

第
十
三
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
一
日
に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
よ
る
実
効
線
量
が
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
お

そ
れ
が
あ
る
船
員
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
外
部
被
ば
く
に
よ
る
線
量
の
測
定
結
果
を
毎
日
確

認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
測
定
又
は
計
算
の
結
果
に
基
づ
き
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
放
射
線

業
務
従
事
者
の
受
け
た
線
量
を
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
算
出
し
、
そ
の
都
度
記
録
す
る
と

と
も
に
、
算
出
の
結
果
を
当
該
船
員
に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
男
子
又
は
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
女
子
若
し
く
は
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
船
舶
所
有
者
に
書
面
で
申
し

出
た
女
子
の
実
効
線
量
の
三
月
ご
と
の
合
計
及
び
一
年
ご
と
の
合
計
（
一
年
間
の
実
効
線
量
が
二
十
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
を
超
え
た
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
一
年
間
を
含
む
五
年
ご
と
の
合
計
）

二
　
女
子
（
妊
娠
不
能
と
診
断
さ
れ
た
者
及
び
妊
娠
の
意
思
の
な
い
旨
を
船
舶
所
有
者
に
書
面
で
申
し
出
た
者
を

除
く
。
）
の
実
効
線
量
の
一
月
ご
と
の
合
計
、
三
月
ご
と
の
合
計
及
び
一
年
ご
と
の
合
計
（
一
月
に
受
け
る
実

効
線
量
が
一
・
七
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
た
こ
と
の
な
い
者
に
あ
つ
て
は
、
三
月
ご
と
の
合
計
及
び
一
年
ご

と
の
合
計
）

三
　
等
価
線
量
の
三
月
ご
と
の
合
計
及
び
一
年
ご
と
の
合
計
（
眼
の
水
晶
体
に
受
け
る
等
価
線
量
に
あ
つ
て
は
、

三
月
ご
と
の
合
計
、
一
年
ご
と
の
合
計
及
び
五
年
ご
と
の
合
計
）

四
　
妊
娠
中
の
女
子
の
内
部
被
ば
く
に
よ
る
実
効
線
量
並
び
に
腹
部
表
面
に
受
け
る
等
価
線
量
の
一
月
ご
と
の
合

計
及
び
妊
娠
中
の
合
計

３
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
を
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
五
章
　
外
部
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
の
防
止

（
標
識
の
掲
示
）

第
十
四
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
放
射
線
装
置
に
つ
い
て
、
そ
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
明
記
し
た
標
識
を
当
該
放
射
線
装
置
又
は
そ
の
附
近
の
見
や
す
い
場
所
に
掲
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

放
射
線
装
置

掲
示
事
項

エ
ッ
ク
ス
線
装
置

定
格
出
力

放
射
性
物
質
装
備
機
器
機
器
の
種
類
並
び
に
装
備
し
て
い
る
放
射
性
物
質
に
含
ま
れ
て
い
る
放
射
性
同
位
元
素
の
種

類
及
び
数
量

（
放
射
線
装
置
室
）

第
十
五
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
線
装
置
を
使
用
す
る
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
専
用
に
設
け
ら
れ
た
室
（
以
下

「
放
射
線
装
置
室
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
放
射
線
装
置
の
外
側
に
お
け
る

外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
が
〇
・
〇
二
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時
を
超
え
な
い
よ
う
に
遮
へ
い
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
線
装
置
室
の
入
口
に
、
そ
の
旨
を
明
記
し
た
標
識
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
四
条
第
四
項
の
規
定
は
、
放
射
線
装
置
室
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
警
報
装
置
等
）

第
十
六
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
船
員
に
周
知
さ
せ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
周
知
の
方
法
は
、
放
射
線
装
置
を
放
射
線
装
置
室
以
外
の
場
所
に
お
い
て

使
用
す
る
と
き
、
又
は
波
高
値
に
よ
る
定
格
管
電
圧
百
五
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
下
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
若
し
く
は
装

備
し
て
い
る
放
射
性
物
質
の
数
量
が
三
百
七
十
ギ
ガ
ベ
ク
レ
ル
以
下
で
あ
る
放
射
性
物
質
装
備
機
器
を
使
用
す
る

と
き
を
除
き
、
自
動
警
報
装
置
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
に
電
力
が
供
給
さ
れ
て
い
る
場
合

二
　
放
射
性
物
質
装
備
機
器
で
照
射
し
て
い
る
場
合

（
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
の
使
用
）

第
十
七
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
（
波
高
値
に
よ
る
定
格
管
電
圧
十
キ
ロ
ボ
ル
ト
以
上
の
も
の
に
限

る
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
照
射
筒
及
び

ろ濾
過
板
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
の
二
　
船
舶
所
有
者
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
を
用
い
る
場
合
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
方

法
に
よ
り
遮
へ
い
す
る
も
の
と
す
る
。

（
撮
影
時
の
措
置
）

第
十
八
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
胸
部
集
検
用
間
接
撮
影
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
又
は
胸
部
集
検
用
間
接
撮
影
エ
ッ
ク
ス
線

装
置
以
外
の
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
を
用
い
て
撮
影
を
行
う
場
合
に
は
、
前
条
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
国

土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
透
視
時
の
措
置
）

第
十
九
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
装
置
を
用
い
て
透
視
を
行
う
場
合
に
は
、
第
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る

措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
　
削
除

（
放
射
性
物
質
装
備
機
器
の
取
扱
い
）

第
二
十
一
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
性
物
質
装
備
機
器
の
照
射
口
の
開
閉
又
は
放
射
線
源
の
位
置
の
調
整
を
行
な

わ
せ
る
場
合
に
は
、

か
ん鉗

子
等
に
よ
り
離
れ
た
位
置
か
ら
操
作
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
防
止

（
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
）

第
二
十
二
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
性
物
質
を
取
り
扱
う
作
業
を
行
な
う
場
合
に
は
、
専
用
に
設
け
ら
れ
た
作
業

室
に
お
い
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
密
封
さ
れ
た
放
射
性
物
質
を
、
作
業
を
行
な
う
場
所
の
周

辺
に
必
要
の
な
い
者
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
そ
の
他
船
員
の
放
射
線
に
よ
る
障
害
を
防
止
す
る
た

め
の
措
置
を
講
じ
て
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
第
四
条
第
四
項
及
び
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
作
業
室
（
同
項
の
作
業
に
従
事
し
て
い
る
者
の
専

用
の
廊
下
そ
の
他
の
区
域
を
含
む
。
以
下
「
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
施
設
等
に
お
け
る
線
量
の
限
度
）

第
二
十
三
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
船
員
が
常
時
立
ち
入
る
場
所
に
お
け

る
外
部
放
射
線
に
よ
る
実
効
線
量
と
空
気
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
実
効
線
量
の
合
計
を
一
週
間
に
つ
き
一
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
放
射
線
装
置
室
及
び
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
に
つ
い
て
は
、
遮
へ
い
壁
、
防
護
つ
い
立
て
そ
の
他
の
遮
へ

い
物
を
備
え
付
け
る
こ
と
。

二
　
放
射
性
物
質
の
ガ
ス
、
蒸
気
又
は
粉
じ
ん
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
局
所
排
気

装
置
又
は
発
散
源
を
密
閉
す
る
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

２
　
第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
外
部
放
射
線
に
よ
る
実
効
線
量
の
測
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
実
効
線
量
の
算
定
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る

方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の
測
定
）

第
二
十
四
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
（
管
理
区
域
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）

の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
一
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
し
、
そ
の
結
果
を

記
録
し
、
こ
れ
を
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
飛
来
防
止
用
具
等
）

第
二
十
五
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
性
物
質
を
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
飛

ま
つ沫

又
は
粉
末
が
飛
来
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
船
員
と
そ
の
放
射
性
物
質
と
の
間
に
、
板
、
幕
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
物
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
飛

ま
つ沫

又
は
粉
末
が
船
員
の
身
体
又
は
衣
服
、
は
き
も
の
、
作
業
衣
、
保
護
具
そ
の
他
の
身

体
に
装
着
し
て
い
る
物
（
以
下
「
装
具
」
と
い
う
。
）
に
附
着
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

板
、
幕
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
が
作
業
の
性
質
上
著
し
く
困
難
な
場
合
に
お
い
て
、
当
該

作
業
に
従
事
す
る
船
員
に
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
放
射
性
物
質
取
扱
用
具
）

第
二
十
六
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
性
物
質
の
取
扱
い
に
用
い
る

か
ん鉗

子
、
ピ
ン
セ
ッ
ト
等
の
用
具
に
そ
の
旨
を
表

示
し
、
こ
れ
を
当
該
用
途
の
み
に
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
用
具
を
使
用
し
な
い
と
き
は
、
汚
染
を
容
易
に
除
去
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
及
び

材
料
の
用
具
掛
け
、
置
台
又
は
容
器
を
用
い
て
、
こ
れ
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
放
射
性
物
質
が
こ
ぼ
れ
た
と
き
等
の
措
置
）

第
二
十
七
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
粉
状
又
は
液
状
の
放
射
性
物
質
が
こ
ぼ
れ
る
等
に
よ
り
汚
染
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
直
ち
に
、
そ
の
汚
染
の
拡
大
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
、
か
つ
、
汚
染
の
お
そ
れ
が
あ
る
区
域
を
標
識
に
よ

り
明
示
し
、
当
該
区
域
に
必
要
の
な
い
者
を
立
ち
入
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
直
ち
に
、
そ
の
汚
染
が
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
及
び
第
三
条

第
三
項
第
一
号
の
放
射
線
業
務
に
係
る
管
理
区
域
（
以
下
「
作
業
室
等
」
と
い
う
。
）
で
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て

は
、
表
面
汚
染
限
度
以
下
に
な
る
ま
で
、
そ
の
汚
染
が
作
業
室
等
以
外
の
場
所
で
生
じ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
表

面
汚
染
限
度
の
十
分
の
一
以
下
に
な
る
ま
で
、
そ
の
汚
染
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
汚
染
を
除

去
す
る
作
業
に
従
事
す
る
者
が
当
該
作
業
に
よ
り
著
し
く
放
射
線
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
そ
の
他
汚
染
を

除
去
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
作
業
室
等
の
汚
染
検
査
等
）

第
二
十
八
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
作
業
室
等
の
床
、
壁
そ
の
他
の
構
造
物
及
び
設
備
の
表
面
を
、
放
射
性
物
質
取
扱

作
業
室
内
に
あ
つ
て
は
一
月
以
内
、
第
三
条
第
三
項
第
一
号
の
放
射
線
業
務
に
係
る
管
理
区
域
内
に
あ
つ
て
は
一

週
間
以
内
ご
と
に
検
査
し
、
当
該
表
面
が
表
面
汚
染
限
度
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
直
ち
に
、
そ
の
限
度
以
下
に
な
る
ま
で
汚
染
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
条
第
二
項
た
だ

し
書
に
規
定
す
る
場
合
で
あ
つ
て
当
該
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
所
に
必
要
の
な
い
者
を
立
ち
入
ら
せ

な
い
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
構
造
物
又
は
設
備
の
清
掃
を
行
な
う
場
合
に
は
、
ほ
こ
り
の
飛
散
し
な
い
方
法
で
行

な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
汚
染
除
去
用
具
等
の
汚
染
検
査
）

第
二
十
九
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
第
二
十
七
条
第
二
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
汚
染
の
除
去
又
は
同

条
第
二
項
の
清
掃
を
行
つ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
汚
染
の
除
去
又
は
清
掃
に
用
い
た
用
具
を
検
査
し
、
そ
の
用

具
が
表
面
汚
染
限
度
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
限
度
以
下
に
な
る
ま
で
は
、

船
員
に
使
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
用
具
を
保
管
す
る
場
所
に
、
そ
の
旨
を
明
記
し
た
標
識
を
掲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
用
具
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
退
去
者
の
汚
染
検
査
）

第
三
十
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
作
業
室
等
に
お
い
て
作
業
に
従
事
し
た
船
員
が
当
該
作
業
室
等
か
ら
退
去
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
作
業
室
等
の
出
口
に
汚
染
検
査
場
所
を
設
け
、
当
該
船
員
の
身
体
及
び
装
具
の
汚
染
の
状
態
を
検
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
よ
り
船
員
の
身
体
又
は
装
具
が
表
面
汚
染
限
度
の
十
分
の
一
を

超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
前
項
の
汚
染
検
査
場
所
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講

じ
な
け
れ
ば
、
そ
の
船
員
を
当
該
作
業
室
等
か
ら
退
去
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

一
　
身
体
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
洗
身
等
を
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
汚
染
が
表
面
汚
染
限
度
の
十

分
の
一
以
下
に
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二
　
装
具
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
装
具
を
脱
が
せ
、
又
は
取
り
外
さ
せ
る
こ
と
。

（
持
出
し
物
品
の
汚
染
検
査
）

第
三
十
一
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
作
業
室
等
か
ら
物
品
を
持
ち
出
す
場
合
に
は
、
前
条
第
一
項
の
汚
染
検
査
場
所
に

お
い
て
そ
の
汚
染
の
状
態
を
検
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
及
び
船
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
に
よ
り
当
該
物
品
が
表
面
汚
染
限
度
の
十
分
の
一
を
超

え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
物
品
を
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
危
険
物

船
舶
運
送
及
び
貯
蔵
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
運
輸
省
令
第
三
十
号
）
第
八
十
条
に
規
定
す
る
放
射
性
輸
送
物
と

し
、
又
は
当
該
放
射
性
輸
送
物
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
外
部
放
射
線
を
遮
へ
い
す
る
た
め

若
し
く
は
汚
染
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
有
効
な
措
置
を
講
じ
て
、
汚
染
を
除
去
す
る
た
め
の
施
設
、
放
射
性

物
質
若
し
く
は
汚
染
さ
れ
た
物
を
貯
蔵
す
る
た
め
の
施
設
又
は
他
の
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
ま
で
運
搬
す
る
場

合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
保
護
具
）

第
三
十
二
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
明
示
し
た
区
域
内
の
作
業
又
は
緊
急
作
業
で

あ
つ
て
、
空
気
中
濃
度
限
度
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
た
空
気
を
吸
入
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
船
員
を
従
事
さ
せ

る
場
合
に
は
、
そ
の
汚
染
の
程
度
に
応
じ
て
防
じ
ん
マ
ス
ク
、
防
毒
マ
ス
ク
、
ホ
ー
ス
マ
ス
ク
、
酸
素
呼
吸
器
等

の
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
そ
の
作
業
に
従
事
す
る
船
員
に
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
三
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
身
体
が
表
面
汚
染
限
度
の
十
分
の
一
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
作
業

に
船
員
を
従
事
さ
せ
る
場
合
に
は
、
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
に
有
効
な
保
護
衣
類
、
手
袋
、
は
き
も
の
そ
の
他
の

保
護
具
を
そ
の
作
業
に
従
事
す
る
船
員
に
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
衣
）

第
三
十
四
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
作
業
室
等
に
お
い
て
船
員
を
作
業
に
従
事
さ
せ
る
場
合
に
は
、
専
用
の
作
業
衣
を

そ
の
作
業
に
従
事
す
る
船
員
に
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
護
具
等
の
汚
染
除
去
）

第
三
十
五
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
三
条
の
規
定
に
よ
り
船
員
に
使
用
さ
せ
る
保
護
具
又
は
作
業
衣
が
表
面
汚
染
限

度
（
保
護
具
又
は
作
業
衣
の
船
員
に
接
触
す
る
部
分
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
限
度
の
十
分
の
一
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
超
え
て
汚
染
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
洗
浄
等
に
よ
り
表
面
汚
染

限
度
以
下
に
な
る
ま
で
汚
染
を
除
去
し
な
け
れ
ば
、
船
員
に
使
用
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

（
飲
食
等
の
禁
止
）

第
三
十
五
条
の
二
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
性
物
質
取
扱
作
業
室
そ
の
他
の
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
る
お
そ

れ
の
あ
る
場
所
に
お
い
て
、
船
員
が
飲
食
、
喫
煙
そ
の
他
の
放
射
性
物
質
を
飲
み
込
み
、
又
は
吸
い
込
む
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
当
該
場
所
の
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。第

七
章
　
事
故
発
生
時
の
措
置

（
退
避
）

第
三
十
六
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
著
し
く
放
射

線
を
受
け
、
又
は
放
射
性
物
質
に
よ
り
著
し
く
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
区
域
か
ら
、
直
ち
に
、
船
員
を
退

避
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
外
部
放
射
線
を
し
や
へ
い
す
る
た
め
の
設
備
が
放
射
性
物
質
の
取
扱
い
中
に
破
損
し
た
場
合
又
は
当
該
設
備

が
放
射
線
の
照
射
中
に
破
損
し
、
か
つ
、
そ
の
照
射
を
直
ち
に
停
止
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

二
　
第
二
十
三
条
の
局
所
排
気
装
置
又
は
発
散
源
を
密
閉
す
る
設
備
が
、
故
障
、
破
損
等
に
よ
り
そ
の
機
能
を
失

つ
た
場
合

三
　
放
射
性
物
質
が
、
多
量
に
、
も
れ
、
こ
ぼ
れ
、
又
は
逸
散
し
た
場
合

四
　
そ
の
他
著
し
く
放
射
線
を
受
け
、
又
は
放
射
性
物
質
に
よ
り
著
し
く
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
不
測
の
事

態
が
生
じ
た
場
合

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
区
域
を
標
識
に
よ
り
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
船
舶
所
有
者
は
、
緊
急
作
業
に
従
事
さ
せ
る
船
員
以
外
の
船
員
を
第
一
項
の
区
域
に
立
ち
入
ら
せ
て
は
な
ら
な

い
。

第
三
十
七
条
　
削
除

（
事
故
に
関
す
る
測
定
及
び
記
録
）

第
三
十
八
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
第
三
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
録
し
、
そ
の
記
録
を
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
故
が
発
生
し
た
日
時
及
び
場
所

二
　
事
故
の
原
因
及
び
状
況

三
　
事
故
が
発
生
し
た
場
所
の
周
辺
に
い
た
こ
と
に
よ
り
、
又
は
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
放
射
線
を

受
け
た
船
員
の
氏
名
及
び
受
け
た
線
量

四
　
放
射
線
に
よ
る
障
害
の
発
生
状
況

五
　
応
急
措
置
の
概
要

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
線
量
が
明
ら
か
で
な
い
船
員
に
つ
い
て

は
、
事
故
が
発
生
し
た
場
所
の
周
辺
の
必
要
な
場
所
ご
と
の
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
又
は
空
気
中
の
放

射
性
物
質
の
濃
度
を
放
射
線
測
定
器
を
用
い
て
測
定
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
計
算
に
よ
り
当
該
線
量
を
算

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
五
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
線
量
当
量
率
の
測
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
章
　
健
康
管
理

（
健
康
診
断
）

第
三
十
九
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
線
業
務
従
事
者
に
対
し
、
放
射
線
業
務
船
へ
の
雇
入
契
約
が
成
立
し
た
時
、

及
び
当
該
雇
入
契
約
が
成
立
し
た
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
次
に
掲
げ
る
項
目
（
当
該
雇
入
契
約
が
成
立
し
た

後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
行
う
健
康
診
断
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
は

医
師
が
必
要
と
認
め
た
項
目
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
被
ば
く
歴
の
有
無
（
被
ば
く
歴
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
作
業
の
場
所
、
内
容
及
び
期
間
、
放
射
線
に
よ

る
障
害
の
有
無
そ
の
他
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
に
関
す
る
事
項
）
の
調
査
及
び
そ
の
評
価

二
　
白
血
球
数
及
び
白
血
球
百
分
率
の
検
査

三
　
赤
血
球
数
の
検
査
及
び
血
色
素
量
又
は
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
の
検
査

四
　
白
内
障
に
関
す
る
眼
の
検
査

五
　
皮
膚
の
検
査

２
　
前
項
の
健
康
診
断
の
う
ち
、
放
射
線
業
務
船
へ
の
雇
入
契
約
が
成
立
し
た
際
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
使
用
す
る
線
源
の
種
類
に
応
じ
て
前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
項
目
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4



３
　
船
舶
所
有
者
は
、
第
一
項
の
健
康
診
断
の
際
に
、
当
該
船
員
が
前
回
の
健
康
診
断
後
に
受
け
た
線
量
（
こ
れ
を

計
算
に
よ
つ
て
も
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
こ
れ
を
推
定
す
る
た
め
に
必
要
な
資
料
、
そ
の
資
料
が

な
い
場
合
に
は
放
射
線
を
受
け
た
状
況
を
知
る
た
め
に
必
要
な
資
料
）
を
医
師
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
船
舶
所
有
者
は
、
第
一
項
の
健
康
診
断
を
受
け
さ
せ
る
べ
き
時
期
に
当
該
船
員
が
乗
り
組
ん
で
い
る
船
舶
が
航

海
中
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
航
海
の
終
了
後
遅
滞
な
く
こ
れ
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
船
舶
所
有
者
は
、
放
射
線
業
務
船
に
、
当
該
放
射
線
業
務
船
又
は
当
該
船
舶
所
有
者
に
属
す
る
他
の
放
射
線
業

務
船
に
放
射
線
業
務
従
事
者
と
し
て
乗
り
組
ん
で
い
た
船
員
を
、
放
射
線
業
務
従
事
者
と
し
て
、
第
一
項
の
健
康

診
断
（
同
項
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
項
目
の
み
に
つ
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）
を
最
後
に
受
け
た
時
か

ら
六
月
以
内
に
乗
り
組
ま
せ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
雇
入
契
約
が
成
立
し
た
時
に
行
う
健

康
診
断
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
健
康
診
断
を
省
略
し
た
と
き
は
、
当
該
期
間

内
に
、
同
項
の
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
診
断
の
結
果
の
記
録
等
）

第
四
十
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
条
第
一
項
の
健
康
診
断
を
行
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
遅
滞
な

く
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
船
員
電
離
放
射
線
健
康
診
断
個
人
票
を
作
成
し
、
そ
の
写
し
を
当
該
船
員
に
交
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
船
舶
所
有
者
は
、
前
項
の
船
員
電
離
放
射
線
健
康
診
断
個
人
票
を
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
一
条
　
削
除

（
診
察
又
は
処
置
）

第
四
十
二
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
船
員
に
、
速
や
か
に
、
医
師
に
よ
る
診
察
又

は
処
置
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
三
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故
が
発
生
し
た
場
所
の
周
辺
に
い
た
こ
と
に
よ
り
、

又
は
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
放
射
線
を
受
け
た
お
そ
れ
が
あ
る
者

二
　
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
限
度
を
超
え
て
実
効
線
量
又
は
等
価
線

量
を
受
け
た
者

三
　
放
射
性
物
質
を
飲
み
込
み
、
又
は
吸
い
込
ん
だ
者

四
　
洗
身
等
に
よ
り
汚
染
を
表
面
汚
染
限
度
の
十
分
の
一
以
下
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

五
　
傷
創
部
が
汚
染
さ
れ
た
者

（
健
康
診
断
等
に
基
づ
く
措
置
）

第
四
十
三
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
第
三
十
九
条
第
一
項
の
健
康
診
断
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
診
察
の
結
果
、
放
射

線
に
よ
る
障
害
が
生
じ
て
お
り
、
若
し
く
は
そ
の
疑
い
が
あ
り
、
又
は
放
射
線
に
よ
る
障
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
障
害
、
疑
い
又
は
お
そ
れ
が
な
く
な
る
ま
で
、
就
業
す
る
場
所
又
は

業
務
の
転
換
、
作
業
時
間
の
短
縮
、
作
業
方
法
の
変
更
そ
の
他
健
康
の
保
持
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
九
章
　
船
員
の
遵
守
事
項

（
船
員
の
遵
守
事
項
）

第
四
十
四
条
　
船
員
は
、
船
舶
所
有
者
が
船
員
の
放
射
線
に
よ
る
障
害
を
防
止
す
る
た
め
次
に
掲
げ
る
措
置
を
命
じ

た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
線
量
を
測
定
す
る
た
め
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
放
射
線
測
定
器
を
装

着
す
る
こ
と
。

二
　
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
洗
身
等
を
行
な
い
、
又
は
装
具
を
脱
ぎ
、
若
し
く
は
取
り

は
ず
す
こ
と
。

三
　
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
作
業
に
従
事
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
に
規
定
す
る
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す

る
こ
と
。

四
　
第
三
十
三
条
に
規
定
す
る
作
業
に
従
事
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
に
規
定
す
る
保
護
具
を
使
用
す
る
こ

と
。

五
　
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
に
規
定
す
る
作
業
衣
を
使
用
す
る
こ
と
。

六
　
第
三
十
五
条
の
二
の
場
合
に
お
い
て
、
飲
食
、
喫
煙
そ
の
他
の
放
射
性
物
質
を
飲
み
込
み
又
は
吸
い
込
む
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
な
い
こ
と
。

第
十
章
　
雑
則

（
放
射
線
測
定
器
等
の
備
付
け
）

第
四
十
五
条
　
船
舶
所
有
者
は
、
こ
の
省
令
に
規
定
す
る
義
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
放
射
線
測
定
器
及
び
放

射
線
に
よ
る
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
保
護
具
（
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
を
除
く
。
）
を
、
放
射
線
業
務
船
に
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
六
条
　
削
除

（
診
療
を
受
け
る
た
め
の
被
ば
く
の
除
外
）

第
四
十
七
条
　
第
三
章
、
第
四
章
及
び
第
四
十
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
線
量
に
は
、
診
療
を
受
け
る
た
め
に
受
け

た
線
量
は
含
め
な
い
も
の
と
す
る
。

（
準
用
）

第
四
十
八
条
　
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
、
第
四

十
二
条
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
四
十
三
条
及
び
第
四
十
四
条
（
第
一
号
、
第
三
号
、
第
四
号
及
び

第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
は
、
放
射
線
業
務
船
以
外
の
船
舶
で
あ
つ
て
、
著
し
く
放
射
線
を
受
け
、

又
は
放
射
性
物
質
に
よ
り
著
し
く
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
生
じ
た
も
の
の
船
舶
所
有
者
及
び
当
該
船
舶
に
乗
り
組

む
船
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２
　
第
四
条
第
四
項
（
第
十
五
条
第
三
項
及
び
第
二
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
条

第
四
項
、
第
九
条
、
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
三
条
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第

三
十
五
条
の
二
、
第
三
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
八
条
、
第
四
十
二
条
、
第
四
十
三
条
、
第
四
十
四

条
（
第
五
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
、
第
四
十
五
条
並
び
に
前
条
の
規
定
は
、
放
射
線
業
務
船
に
乗
り
組
む
船
員

を
使
用
す
る
者
で
あ
つ
て
放
射
線
業
務
船
に
お
い
て
放
射
線
業
務
を
行
わ
な
い
も
の
及
び
そ
の
使
用
す
る
放
射
線

業
務
船
に
乗
り
組
む
船
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
報
告
）

第
四
十
九
条
　
船
舶
所
有
者
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
放
射
線
業
務
船
の
船
舶
所
有
者

に
限
る
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
遅
滞
な
く
、
主

た
る
船
員
の
労
務
管
理
の
事
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
地
方
運
輸
局
長
（
運
輸
監
理
部
長
を
含

む
。
）
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
三
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
故
が
発
生
し
た
と
き
　
事
故
の
概
要

二
　
第
三
十
九
条
第
一
項
の
健
康
診
断
を
行
つ
た
と
き
　
健
康
診
断
結
果

三
　
放
射
線
業
務
を
開
始
し
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
　
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
　
船
舶
所
有
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
主
た
る
労
務
管
理
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

ロ
　
開
始
又
は
廃
止
の
別
及
び
そ
の
期
日

ハ
　
放
射
線
業
務
の
内
容

ニ
　
放
射
線
業
務
船
の
名
称
、
総
ト
ン
数
、
用
途
及
び
航
行
区
域
又
は
従
業
制
限

ホ
　
放
射
線
業
務
従
事
者
及
び
一
般
船
員
の
構
成
の
概
要

ヘ
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

２
　
前
項
第
二
号
の
報
告
の
様
式
は
、
第
二
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
八
月
二
七
日
運
輸
省
令
第
二
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
二
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
航
海
中
で
あ
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
当
該
航
海
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
一
一
月
一
七
日
運
輸
省
令
第
三
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）
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１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
三
〇
日
運
輸
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
地
方
支
分
部
局
の
整
理
の
た
め
の
行
政
管
理
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
の
日
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
船
員
法
施
行
規
則
、
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す

る
省
令
、
救
命
艇
手
規
則
、
小
型
船
等
に
乗
り
組
む
海
員
の
労
働
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
省
令
又
は
船
員
電
離

放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
船
員
法
施
行
規
則
等
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
新
潟
海

運
局
長
に
対
し
て
し
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
は
、
改
正
後
の
船
員
法
施
行
規
則
等
の
規
定
に
基
づ
い
て
、

新
潟
海
運
監
理
部
長
に
対
し
て
し
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
二
二
日
運
輸
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
行
政
庁
が
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

に
よ
り
し
た
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分
又
は
契
約
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
が
し
た
処
分
等
と
み
な
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
同
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申
請
等
と
み
な
す
。

北
海
海
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋
田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は
申
請
等
に
係
る
場
合
を
除

く
。
）

東
北
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋
田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は
申
請
等
に
係
る
場
合
に
限

る
。
）
及
び
新
潟
海
運
監
理
部
長

新
潟
運
輸
局
長

関
東
海
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

東
海
海
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

近
畿
海
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

中
国
海
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

四
国
海
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

九
州
海
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

神
戸
海
運
局
長

神
戸
海
運
監
理
部
長

札
幌
陸
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

仙
台
陸
運
局
長

東
北
運
輸
局
長

新
潟
陸
運
局
長

新
潟
運
輸
局
長

東
京
陸
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

名
古
屋
陸
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

大
阪
陸
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

広
島
陸
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

高
松
陸
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

福
岡
陸
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

附
　
則
　
（
平
成
元
年
二
月
二
七
日
運
輸
省
令
第
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
元
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条
　
施
行
日
前
に
し
た
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
規
定
に
違
反
す

る
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
運
輸
省
令
第
一
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
一
二
月
一
五
日
運
輸
省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
九
日
運
輸
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
一
九
日
国
土
交
通
省
令
第
四
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
航
海
中
で
あ
る
船
舶
に
つ
い
て
は
、
当
該
航
海
が
終
了
す
る
ま
で
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
六
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
七
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
又
は
書
式
に
よ
る
申
請
書
、
証
明
書

そ
の
他
の
文
書
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
又
は
書
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な

お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
二
二
日
国
土
交
通
省
令
第
一
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
一
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
一
日
国
土
交
通
省
令
第
四
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通
省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
一
号
様
式
（
第
四
十
条
関
係
）

第一号様式（第四十条関係）

船員電離放射線健康診断個人票

生 年 ①
氏名 性 別 男・女 年 月 日 年 月 日

月 日 雇入年月日

船舶所有者の氏名 (名称) 船舶所有者の住所

②放射線業 年 月 日から 年 月 日から 年 月 日から ③前回の健康
期 間

務の経歴 年 月 日まで 年 月 日まで 年 月 日まで 診断までの

実効線量

放射線業務名 mSv

( mSv)

④ 被 ば く 歴 の 有 無

⑤ 判 定 と 処 置

健 康 診 断 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日

健康診断時の乗組み船名

⑥外部被ばくによ

るもの

前 実 ⑦内部被ばくによ

回 効 るもの

の 線 ⑧事故等によるも

健 量 の

康
計

診

断 事故等によるも
眼

後 のを除くもの
の

に ⑨事故等による
水

受 等 もの
晶

け
価 体 計

た

線 線 事故等によるも

量 皮 のを除くもの
量

( m ⑨事故等による

Sv) もの

膚
計

白 血 球 数(個／mm３)

血

リ ン パ 球(％)

白

血 単 球(％)

球

百 好 桿 状 核(％)
かん

分 中

液 率 球 分 葉 核(％)

好 酸 球(％)

好 塩 基 球(％)

赤 血 球 数(万個／mm３)

血 色 素 量(g／dl)

ﾍ ﾏ ﾄ ｸ ﾘ ｯ ﾄ 値(％)

そ の 他

眼 水 晶 体 の 混 濁(有無)

発 赤(有無)

皮

乾燥又は縦じわ(有無)

潰 瘍(有無)
かい よう

膚

爪 の 異 常(有無)

そ の 他 の 検 査

全 身 的 所 見

自 覚 的 訴 え

参 考 事 項

⑩ 処 置 及 び 注 意

医 師 氏 名

備考

１ ①の欄には、雇入契約が成立した日を記載すること。

２ ②の欄には、他の事業におけるものも記載すること。

３ ③の欄には、平成１３年４月１日以後の実効線量の合計を記入すること。ま

た、同欄の（ ）内には平成１３年３月３１日以前の集積線量を記入すること。

４ ④の欄には、被ばく歴を有する者については、作業の場所、内容及び期間、放射

線による障害の有無その他放射線による被ばくに関する事項を記載すること。

５ ⑤の欄には、本票記載の健康診断又は検査までの期間に採られた放射線による障

害に関する医学的措置及び就業上の措置について記載すること。

６ ⑥の欄及び⑦の欄には、⑧に記載する事故等によるものを除いて記載すること。

７ ⑧の欄には、事故、緊急作業への従事、放射性物質の誤飲等、傷創部の汚染及び

表面汚染限度の十分の一以下にすることが困難な身体の汚染により受けた実効線量

又は推定量（受けた実効線量を推定することも困難な場合には被ばくの原因）を記

載すること。

８ ⑨の欄には、事故、緊急作業への従事、放射性物質の誤飲等、表面汚染限度の十

分の一以下にすることが困難な身体の汚染により受けた等価線量又は推定量（受け

た等価線量を推定することも困難な場合には被ばくの原因）を記載すること。

９ ⑩の欄には、健康診断等の結果実施すべきであると認められる医学的措置、就業

上の措置及び健康管理のために必要な注意事項を記載すること。

10 当該船員の雇用契約が終了する場合には、雇入年月日の欄の上部余白に、その旨

及びその期日を記載すること。
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第
二
号
様
式
（
第
四
十
九
条
関
係
）

第二号様式（第四十九条）

船員電離放射線健康診断結果報告書
年 月 日

地方運輸局長
殿運輸監理部長

船舶所有者の住所及び氏名又は名称

①放射線業務の種類 健康診断実施年月日 年 月 日

船名 総トン数 用 途 航行区域（従業制限）

放射線業務従事者数 男 女 計

異 常 所 見 者 数 男 女 計

③実効線量による
区分 検出限界未 ５mSv以下 ５mSvを超 20mSvを超え5 50mSvを超え

計満の者 の者（検 え20mSv以 0mSv以下の者 る者
性別 出限界未 下の者

満の者を
② 除く）
健
康 男
診
断 女
受
診 ④眼の水晶体の等
船 価線量による 検出限界未 20mSv以下の 20mSvを超え50mSv 50mSvを超える者

計
員 区分 満の者 者（検出限界 以下の者
数 性別 未満の者を除

く）

男

女

⑤その他の等価
検出限界未 150mSv以下の 150mSvを超え500m 500mSvを超える

線量による
満の者 者（検出限界 Sv以下の者 者

計
性別 区分

未満の者を除
く）

男

女

項 目 性別
異常所見 異常所見

項 目 性別
異常所見のある 異常所見のない

のある者 のない者 者 者

男 男
白 血 球 数

女
ヘマトクリット値

女

男
眼

男
白血球百分率

女 女

男
皮 膚

男
赤 血 球 数

女 女

男
血 色 素 量

女

１ ①の欄には、原子炉の運転及びこれに付随する放射性物質の取扱い、エックス線装置の使用又は
放射性物質装備機器の取扱いの別を記載すること。

２ ②の欄には、皮膚又は眼の検査のみを行つた場合には、記載することを要しない。
３ ③、④及び⑤は、今回の健康診断の前一年間に受けた線量によつて行うこと。
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